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L I B R A R Y

鉱山アラカルト「 山神祭 」

◆山神社のおはなし
　元山（緑ヶ丘）にある山

さん

神社には、高さ1.5㍍ほどの
自然石に“山神”の二字を刻んだご神体が祀

まつ

られてい
ます。裏面には“岩手硫黄山 明治45年7月12日”と記
され、古くから海と山、特に鉱山の守護神として広
く知られる大

おおやまつみのかみ

山祇神を祀
まつ

り、作業安全と鉱山の隆盛
を祈願していました。昭和初期に分

ぶ ん し

祀された屋敷台
（柏台）の山神社は、閉山後の今も地域で大切に守り
続けています。
◆松尾鉱山最古にして最大の行事「山神祭」
　山

さんじんさい

神祭は松尾鉱業㈱創立から続く最も古い行事で、
楽しみが少ない当時、従業員たちは家族と共にこの日
を心待ちにしていました。会社からは特別手当や
印
しるしばんてん

半纏が支給され、子供も大人も晴れ着姿で神社を参
拝し、日中は神楽や相撲の奉納、夜は太鼓を叩いて踊

る安楽日でした。大正
5年からは、山外の来
賓客を招待するなど、
ますます盛大になり、
昭和26年からは例祭日
を松尾鉱業創立記念
日の８月１日とし、永
年勤続表彰などの式典やスポーツ大会なども開くよう
になりました。祭りは宵

よ み や

宮の夜空を彩る花火から始ま
り、大太鼓に合わせて松尾鉱山音頭の輪が広がりまし
た。元山の老

おいまつ

松会館や屋敷台の友愛ホールでは、映画
上映や招待された有名歌手・芸人が公演し、それぞれ
の野外舞台では、民謡演芸団が唄や踊りを披露しまし
た。日中は神

み こ し

輿が練り歩き、あんどんがともる時間に
なっても、屋台はたくさんの人でにぎわいました。
　資料館では、当時の神輿や元松尾鉱山職員寄贈の
あんどん（レプリカ）などを展示しています。

松尾鉱山音頭を楽しむ人たち

◆夏の映画会
　夏の夜、外で映画を楽しみましょう。
▶日時　７月16日㈮午後７時半から８時半
▶場所　市立図書館駐車場
▶上映作品　「うしわかまる」「すもうおばけ」「小さ
なバイキング ビッケ」
※屋外で使用できる椅子の持参に協力してくだ
さい。
※雨天または新型コロナウイルス感染症の状況によ
り、中止となる場合があります。
◆新しい教科書が入りました
　市内の中学校で使用さ
れている教科書を取りそ
ろえました。館内で閲覧で
きるほか、貸し出しもして
います。

◆新着ピックアップ
『クモの巣ハンドブック』

著／馬場 友希・鈴木 佑弥・谷川 明男
出版社／文一総合出版

　この本では、巣の形からクモの種類
を調べる事ができます。円網、立体網、
地中性などの巣のタイプを紹介し、巣
だけでできるクモの識別やクモの狩
りの方法を解説しています。

『日本サンショウウオ探検記』
著／関 慎太郎、出版社／少年写真新聞社

　水の豊かな日本には、45種類のサ
ンショウウオの仲間がいます。各地
に暮らすサンショウウオの姿を紹
介しながら、水辺の環境の保護や外
来生物について考えます。
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